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• Rの紹介 

• 推定手順の紹介 

• グラフも作れます 



• S言語をオープンソース化したインタープリタ型言語（比較：コンパイラ） 

• 基本的に統計処理に特化した言語と考えて良い 

• モデル推定やグラフ作成，計算などに使用 



←変数を代入したら変数を返す 

←ベクトルを代入したらベクトルを返す 

←行列を代入したら行列を返す 

“代入”を表す 

←普通の数式を書くように， 

各ベクトルごとの計算ができる 



まずは準備 

• 今回は前回のゼミで紹介したMNLモデル(多項ロジットモデル)
を使って，まわしてみます． 

• 今回の例で推定しているのは 
– どの商業地を選択するかを決める意思決定モデル 

– 選択肢集合は5肢(伊予鉄高島屋，三越松山店，フジグラン松山店，
ジャスコ松山，ジョー・プラ) 

– 説明変数は，出発地からの各店舗までの距離，男性ダミー，40代以上
ダミーを用いる 

 

• Sample.csvと，mnl.rを開いてください． 

 



• 推定をするには，まず，推定の為のcsvファイルを作る必要があります． 

• 今回使用するのがこちら． 
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個人属性，曜日，出発地の施設属性，出発地と到着地の距離，移動手段 
→説明変数として利用可能 
Ex. 男性はジャスコによく行く / 月曜はセールをしているから伊予鉄に行く / 仕事帰りには三越に
行く人が多い / 近いところに行く / 車利用者はフジグランによく行く などなど 

クロス集計からこういった傾向を分析し，説明変数に入れていく． 
 



←＃：コメント入力(読み込まれない) 

←データファイルの読み込み 

Read.csv(“c/…)で，ファイルの場所を指定しています 

←パラメータの初期値を設定 

パラメータの宣言 

今回は11個設定．↑の初期値設定も同数に対応． 

←行数を数える 

(データがちゃんと読み込めていないと，0とか違う
行数が出てくる．) 



式で表すと… 

𝑽𝒕𝒂𝒌𝒂𝒔𝒉𝒊  = 𝑑1 ∗ 𝑥𝑑𝑖𝑠−𝑡𝑎                              + 𝑏1 ∗ 𝐼 

𝑽𝒎𝒊𝒕𝒔𝒖𝒌𝒐 = 𝑑2 ∗ 𝑥𝑑𝑖𝑠−𝑚𝑖 + 𝑎2 ∗ 𝑥40𝑜𝑣𝑒𝑟 + 𝑏2 ∗ 𝐼 

𝑽𝒎𝒂𝒕𝒔𝒖    = 𝑑3 ∗ 𝑥𝑑𝑖𝑠−𝑚𝑎                             + 𝑏3 ∗ 𝐼 

𝑽𝒋𝒖𝒔𝒄𝒐      = 𝑑4 ∗ 𝑥𝑑𝑖𝑠−𝑗𝑢                              + 𝑏4 ∗ 𝐼 

𝑽𝒋𝒐𝒆𝒑𝒍𝒂     = 𝑑5 ∗ 𝑥𝑑𝑖𝑠−𝑗𝑜 + 𝑤5 ∗ 𝑥𝑤𝑜𝑚𝑎𝑛 

確定項 出発地と選択肢の距離 

年齢ダミー 

女性ダミー 

定数項 

確定項 

𝑼 = 𝑉 +   𝜀 
復習：効用関数は“確定項＋誤差項”で表される 

復習：定数項は選択肢数より少なくなるように 
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選択結果の読み込み 

計算上の処理 

各選択肢の選択確率 

最尤推定で計算 

数値計算方法の指定 

(ほかにもいろいろある) 

𝑷𝒕𝒂𝒌𝒂𝒔𝒉𝒊  =
𝑒𝑉𝑡𝑎𝑘𝑎𝑠ℎ𝑖

𝑒𝑉𝑡𝑎𝑘𝑎𝑠ℎ𝑖 + 𝑒𝑉𝑚𝑖𝑡𝑠𝑢𝑘𝑜 + 𝑒𝑉𝑚𝑎𝑡𝑠𝑢 + 𝑒𝑉𝑗𝑢𝑠𝑐𝑜 + 𝑒𝑉𝑗𝑜𝑒𝑝𝑙𝑎
 

復習：logit modelの選択確率の式 

→観測されたデータが
得られる「もっともらしさ」
（＝尤度）が最大になる
ようにパラメータを定め
ること(詳細は省略) 



推定結果について，t値，尤度比を計算 

（詳細は省略） 

「パラメータ推定した後，得られた結果が有意かどうか？」 



推定されたパラメータ値（設定順） 

各パラメータのt値（設定順） 

尤度比 

正常にまわったら・・・ 
・ 尤度比はどうか？ 

・ パラメータの符号は仮定に反してないか？ 

・ パラメータは有意に効いているか？T値の値はどうか？ 

 

適宜パラメータの入れ替え，関数形の変更などなどを通して，どうすればより良い推定結果になるのか試行錯誤を
行い，推定を繰り返してみる． 

 

というのが推定の基本的な手順です！ 



最後の推定結果に至るまでに，途中でこのように青い文字が表示されていたら，何かエラーが起きて
いるということ．修正する必要がある 



• データセットは正しくできてるか 

– 空欄がないか 

– 誤字はないか（数字のはずが文字まざってるとか） 

• ファイルの指定（場所・名前）はあってるか 

• パラメータの指定（設定，宣言）はあってるか 

• 効用関数の式にミスはないか 

• データをちゃんと読み込めているか 

等々… 

気を付けたつもりでも意外と細かいところでミスっててエラーが出てくる，といったことが多
かったりするのでしっかり注意． 

 

さっきの例以外にも「線型方程式は正確に特異です」などをはじめ，意味不明なエラー
を示すこともしばしば． 

特にはじめのうちは，エラーが出たら，ひとまず近くにいる先輩に聞いてみたほうがはや
いかもしれません． 

 

 

 



• 今回はスタートアップゼミということで，「どんな感じで推定する
のか？」という流れを簡単に説明しました． 

 

• 最尤推定の話とか，統計的検定の話とか，数学的な部分を省
略しているところがあるので，その辺りの仕組みについては各自
青本で勉強してください． 

 

• 今後実際に卒論で使うのは11月とか12月頃だと思うので，そ
の頃また確認してもらえたらと思います．今の段階ではイメージ
として覚えていてもらえれば十分です． 
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グラフの作成に役立ったりもします 



軸の区間の引数 色の引数 軸の名前の引数 

引数 機能 

type="p" 点プロット(デフォルト) 

type="l" 線プロット(折れ線グラフ) 

type="b" 点と線のプロット 

type="c" "b" において点を描かないプロット 

type="o" 点プロットと線プロットの重ね書き 

type="h" 各点から x 軸までの垂線プロット 

type="s" 左側の値にもとづいて階段状に結ぶ 

type="S" 右側の値にもとづいて階段状に結ぶ 

type="n" 軸だけ描いてプロットしない(続けて低水準関数でプロットする場合) 



• R-tips 
– http://cse.naro.affrc.go.jp/takezawa/r-tips/r.html 
– 基本的な使い方はここでマスターすると良い 

• RjpWiki 
– http://www.okada.jp.org/RWiki/index.php?RjpWiki 
– 日本最大のRコミュニティ 
– 情報量が半端ないのでサイト内検索を利用 
– 新規パッケージがどんどん更新される 

• seekR 
– http://seekr.jp/ 
– Rは文字1つなので検索しづらい 
– Rに特化した検索エンジンなので便利 

• Rのメモ 
– http://bin.t.u-tokyo.ac.jp/~hara/r.html 

 
• 2010年のB4ゼミで，原さんがより高度な事もまとめてくださっているので，気になる方

はそちらを参照してみてください． 
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